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論文内容の要旨
口蓋裂術後患者にみられる異常構音のうち，鼻咽腔閉鎖機能の獲得されている患者において歯音，歯茎音の構音に
際し舌の異常運動操作を示し，それによる音声は暖昧な歪み音として聴取される異常構音が臨床的に多発している。
この臨床所見を特徴とする異常構音は口蓋化構音と呼称されているが，その異常音声の音響学的特徴は不明であり，
治療に対する具体的な手がかりも少なく口蓋裂言語障害の臨床では現在最も注目されているものである。
本研究は，臨床的に口蓋化構音の所見を呈した口蓋裂術後患者を対象にその音声を音響学的に分析検討して特徴を
明らかにし併せて舌異常運動操作の軽減訓練に伴う音声の音響学的変化を明らかにすることを目的としたものであ
る。被験対象は口蓋化構音を呈した4歳から 10歳までの22名を選択し I 群とした。 1 群の被験者に対し約1年間定期的
に構音治療を行い舌の異常運動操作が軽減変化した15名を選択し E群とした。 n群の被験者に対し更に構音治療を継
続し，舌異常運動が肉眼的に消失し音声も聴覚的に正常範囲にあると判定した時点における被験者群をE群とし，非
裂健常児で正常構音の20名をW群とした。被験音は I 群---III群では/t/， /8/とし ， N群では/t/， /8/ と口蓋
化構音と比較的構音点が近い/k/を選択し各々の子音に対し/a/， /0/, /e/を後続母音とする9音節とした。
各被験音声資料はサウシドスペクトログラフを用いてパタン表示およびセクション表示し各帯域の周波数成分の強さ
を計測し正準判別分析ならびに線形判別分析を用いて統計学的解析を行った。その結果は以下の通りで、あった。
1. パタン表示上の分析結果
I 群の口蓋化構音による/t/は全てに 8pike fill が認められ破裂性構音であることが認められた。口蓋化構音に
よる/8/は 8pike fill を示すもの， fricative fill を示すもの，その両者が混在するものなどが認められ，破裂性，
摩擦性および混合性構音法等で共通性が見られなかった。
2. セクション表示上の分析結果
1) 1 群の/t/は正準判別分析により W群の/t/， /k/とは異なる音声として区別された。 1 群の/t/の周波
数成分の特徴は同一の後続母音をもっW群の/k/に類似した低帯域に成分の増強を示していた。 1 群の/8/は
正準判別分析により W群の/8/， /k/とは異なる音声として区別された。 1 群の/8/の周波数成分の特徴は
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IV群の/k/に類似した低帯域に成分の増強を示していたことが明らかになった。
2) n群の/t/は正準判別分析ににより W群の/t/， /k/ と， n群の/s/は正準判別分析によりW群の/s/，
/k/とは異なる音声として区別された。しかし， [taJ [toJ [saJ [soJ [seJ はW群の当該音に近づき， [teJ 
は/k/に近づいていた。各平均スペクトルパターンは I 群の当該音と比較して低帯域の成分の減弱，中帯域で
の増強および高帯域での増減を示していた。
3) m群の [taJ [toJ [teJ [saJ [soJ [seJ は正準判別分析により W群の当該音に近似した。各平均スペクトル
パターンはIV群の当該音の平均スペクトルパターンに近似していた。
以上の結果，口蓋化構音による異常音声の音響学的特徴は低帯域で/k/に類似した成分を保有することが明らか
になった。舌の異常運動操作の矯正は，この/k/に類似した成分を減弱させる傾向を示すものであり，臨床的に選
択される治療法としての妥当性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は口蓋裂異常構音のうち発現頻度が高くかっ治療困難な口蓋化構音についてその音声の音響学的特徴を明ら
かにし臨床的特徴である舌の異常運動操作の軽減訓練が口葦化構音の改善に効果的であるかどうかを検討したもの
である。
その結果，口蓋化構音による/t/はパタン表示による時間軸上の所見として破裂性構音法の特徴を呈するが，
/s/は摩擦'性，破裂性および両者が混在する構音法等の特徴を呈するものがあることが明らかになった。セクショ
ン表示による周波数成分の強さの分析では，口蓋化構音による/t/および、/s/は低帯域で正常構音による/k/に
類似した成分を保有していること，舌の異常運動操作の軽減訓練によりこの成分は減弱し正常構音に移行する傾向を
示すことが判別分析の結果明らかになった。
本論文はこれまで臨床的経験によって対処してきた口蓋化構音の診断と治療に重要かっ新たな知見を提示したもの
として高く評価され，博士(学術)の学位授与に十分値するものと認められる。
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